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《
研
究
ノ
ー
ト
》

セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝
と
遊
牧
部
族

─
ア
ラ
ブ
遊
牧
部
族
の
マ
ズ
ヤ
ド
家

後
　
藤
　
　
敦
　
子

は
じ
め
に

　

中
央
ア
ジ
ア
か
ら
移
住
し
イ
ス
ラ
ー
ム
に
改
宗
し
た
ト
ル
コ
系
遊
牧
部
族
（
ト
ル
ク
マ
ー
ン
）
を
祖
と
す
る
セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝
（
一
〇
三
八

│
一
一
九
四
年
）
の
支
配
シ
ス
テ
ム
は
、
セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
家
の
血
筋
を
ひ
く
ス
ル
タ
ン
が
政
治
権
力
を
掌
握
す
る
軍
人
支
配
体
制
で
あ
っ
た
。

セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝
の
軍
隊
は
ス
ル
タ
ン
や
王
族
の
親
衛
隊
、
有
力
ア
ミ
ー
ル
が
指
揮
す
る
正
規
軍
と
、
臨
時
に
招
集
さ
れ
る
傭
兵
に
よ
る
非
正

規
軍
か
ら
成
り
立
ち
、
非
正
規
軍
は
ア
ラ
ブ
系
、
ク
ル
ド
系
、
イ
ス
ラ
ー
ム
に
改
宗
し
た
ト
ル
コ
系
の
遊
牧
諸
部
族
や
一
般
人
が
一
時
的
に
組

織
さ
れ
た
軍
団
で
あ
っ
た
。
正
規
軍
は
主
に
ト
ル
コ
系
奴
隷
軍
人
（
グ
ラ
ー
ム
）
の
出
身
の
ア
ミ
ー
ル
（
軍
司
令
官
）
に
統
率
さ
れ
た
軍
団

で
、
ア
ミ
ー
ル
は
軍
事
奉
仕
の
俸
給
と
し
て
イ
ク
タ
ー
（
徴
税
権
を
伴
う
土
地
の
授
与
）
を
得
て
い
た
。
し
か
し
、
さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
ア

ラ
ブ
系
の
在
地
勢
力
の
活
躍
で
あ
る
。
一
〇
│
一
二
世
紀
は
ト
ル
コ
系
軍
人
の
進
出
を
も
っ
て
イ
ス
ラ
ー
ム
史
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
さ
れ
る
こ

と
が
多
く
、
そ
れ
以
外
の
勢
力
に
目
が
向
け
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
イ
ラ
ク
在
地
勢
力
の
中
心
で
あ
る
マ
ズ
ヤ
ド 

M
azyad

家
を
取
り
上
げ
、
セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝
時
代
の
政
治
情
勢
の
変
化
と
と
も
に
マ
ズ
ヤ
ド
家
の
軍
事
的
役
割
が
ど
の
よ
う
に
変
容
し
て
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い
っ
た
か
を
検
討
す
る
。
紙
幅
の
関
係
上
、
セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝
軍
人
支
配
シ
ス
テ
ム
内
に
お
い
て
、
マ
ズ
ヤ
ド
家
の
軍
事
的
役
割
が
明
確
に
示

さ
れ
る
第
三
代
ス
ル
タ
ン
＝
マ
リ
ク
・
シ
ャ
ー M

alik Shāh

（
在
位
一
〇
七
二
│
九
二
）
以
後
に
焦
点
を
あ
て
て
考
察
す
る
。

　

一
一
│
一
二
世
紀
の
イ
ラ
ク
に
お
け
る
ア
ラ
ブ
遊
牧
部
族
を
取
り
扱
っ
た
研
究
に
は
、D

）
1
（uri

に
よ
る
マ
ズ
ヤ
ド
家
な
ど
の
ア
ラ
ブ
遊
牧
部

族
が
ア
ラ
ブ
の
ア
ミ
ー
ル
と
し
て
重
要
な
要
員
と
し
て
活
動
し
、
イ
ラ
ク
の
政
治
的
、
経
済
的
生
活
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
と
す

る
も
の
と
、M
）
2
（

akdisi
に
よ
る
マ
ズ
ヤ
ド
家
の
拠
点
と
な
る
ヒ
ッ
ラ
が
開
か
れ
た
年
代
決
定
と
マ
ズ
ヤ
ド
家
の
起
源
に
関
す
る
研
究
が
あ
る

が
、
マ
ズ
ヤ
ド
家
の
軍
事
行
動
と
カ
リ
フ
、
ス
ル
タ
ン
と
の
関
係
性
を
検
討
し
た
研
究
は
見
ら
れ
な
い
。

一　

バ
サ
ー
ス
ィ
ー
リ
ー
の
乱
で
の
マ
ズ
ヤ
ド
家
の
軍
事
的
役
割

　

本
稿
で
対
象
と
す
る
マ
ズ
ヤ
ド
家
は
、
イ
ラ
ク
北
西
部
を
拠
点
と
す
る
ア
サ
ド
族
に
属
す
る
シ
ー
ア
派
の
ア
ラ
ブ
遊
牧
部
族
で
あ
る
。
同
家

に
は
イ
ラ
ク
の
商
業
ル
ー
ト
や
巡
礼
ル
ー
ト
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
、
ブ
ワ
イ
フ
朝
（
九
三
二
│
一
〇
六
二
年
）
の
大
ア
ミ
ー
ル
よ
り
ヒ

マ
ー
ヤ
（h

4im
āya, 

保
護
権
）
が
与
え
ら
れ
て
い
た
。
一
〇
五
五
年
に
セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝
の
ト
ゥ
グ
リ
ル
・
ベ
ク T

4ughril B
ek

（
在
位
一
〇
三

八
│
六
三
）
が
バ
グ
ダ
ー
ド
へ
入
城
し
た
後
、
イ
ラ
ク
、
ジ
ャ
ズ
ィ
ー
ラ
で
は
親
フ
ァ
ー
テ
ィ
マ
朝
（
九
〇
九
│
一
一
七
一
）
の
シ
ー
ア
派
勢

力
が
活
発
化
し
、
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
（
七
五
〇
│
一
二
五
八
）
カ
リ
フ
＝
カ
ー
イ
ム
│al-Q

ā’im

（
在
位
一
〇
三
一
│
七
五
）
か
ら
イ
ラ
ク
を
追

わ
れ
た
反
乱
の
首
謀
者
バ
サ
ー
ス
ィ
ー
リ
ー B

asāsīrī

（
一
〇
六
〇
年
没）

3
（

）
は
、
フ
ァ
ー
テ
ィ
マ
朝
か
ら
財
政
的
支
援
を
得
つ
つ
、
モ
ー
ス
ル

を
拠
点
と
す
る
ア
ラ
ブ
遊
牧
部
族
の
ウ
カ
イ
ル ‘U

qayl

家
、
ク
ー
フ
ァ
南
方
の
ヒ
ー
ラ
一
帯
を
支
配
し
て
い
た
マ
ズ
ヤ
ド
家
な
ど
の
シ
ー
ア

派
遊
牧
部
族
勢
力
と
イ
ラ
ク
支
配
を
策
謀
し
た
。
そ
の
後
、
マ
ズ
ヤ
ド
家
な
ど
の
ア
ラ
ブ
遊
牧
諸
部
族
は
、
ト
ゥ
グ
リ
ル
・
ベ
ク
の
圧
倒
的
な

軍
事
力
に
脅
威
を
感
じ
て
、
彼
の
名
前
で
の
フ
ト
バ
（
金
曜
礼
拝
時
の
説
教
）
を
実
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ト
ゥ
グ
リ
ル
・
ベ
ク
へ
の
支
持
を

表
明
し
た
り
、
バ
サ
ー
ス
ィ
ー
リ
ー
か
ら
資
金
や
徴
税
権
を
伴
う
土
地
を
授
与
さ
れ
た
り
す
る
な
ど
、
ど
ち
ら
側
を
支
持
す
る
か
態
度
を
決
め
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か
ね
て
い
た
が
、
一
〇
五
九
年
三
月
バ
サ
ー
ス
ィ
ー
リ
ー
が
バ
グ
ダ
ー
ド
で
政
権
を
樹
立
し
、
フ
ァ
ー
テ
ィ
マ
朝
カ
リ
フ
＝
ム
ス
タ
ン
ス
ィ
ル

M
ustan s

4ir

（
在
位
一
〇
三
八
│
九
四
）
の
名
前
の
フ
ト
バ
と
貨
幣
を
発
行
す
る
と）

4
（

、
イ
ラ
ク
在
地
の
遊
牧
諸
部
族
は
バ
サ
ー
ス
ィ
ー
リ
ー
に
帰

順
し
た
。
し
か
し
バ
サ
ー
ス
ィ
ー
リ
ー
は
同
年
一
二
月
劣
勢
と
な
り
バ
グ
ダ
ー
ド
を
去
り）

5
（

、
ク
ー
フ
ァ
に
逃
れ
る
が
、
ト
ゥ
グ
リ
ル
・
ベ
ク
が

派
遣
し
た
軍
隊
に
急
襲
さ
れ
、
バ
グ
ダ
ー
ド
に
連
行
さ
れ
て
絞
首
刑
に
処
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
当
時
バ
サ
ー
ス
ィ
ー
リ
ー
側
で
あ
っ
た
マ
ズ
ヤ

ド
家
の
ド
ゥ
バ
イ
ス
一
世D

ubays I

（
一
〇
八
二
年
没
）
は
バ
テ
ィ
ー
ハ
（
イ
ラ
ク
低
湿
地
帯
）
に
帰
還
し
た）

6
（

。
こ
の
よ
う
に
バ
サ
ー
ス
ィ
ー

リ
ー
の
乱
時
の
軍
事
的
動
向
を
見
て
み
る
と
、
そ
の
時
々
の
情
勢
で
諸
勢
力
を
天
秤
に
か
け
て
よ
り
優
勢
な
側
に
つ
く
と
い
う
日
和
見
的
な
態

度
を
示
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
、
バ
サ
ー
ス
ィ
ー
リ
ー
も
ト
ゥ
グ
リ
ル
・
ベ
ク
も
在
地
支
配
者
の
マ
ズ
ヤ
ド
家
や
ウ
カ
イ
ル
家
な
ど

の
遊
牧
部
族
を
味
方
に
引
き
入
れ
て
利
用
す
る
こ
と
で
、
イ
ラ
ク
で
の
軍
事
的
支
配
を
円
滑
に
進
め
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

二　

ス
ル
タ
ン
位
継
承
争
い
に
お
け
る
マ
ズ
ヤ
ド
家
の
役
割

　

セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝
に
お
い
て
は
、
必
ず
し
も
ス
ル
タ
ン
位
を
継
承
す
る
シ
ス
テ
ム
が
長
子
相
続
で
は
な
か
っ
た
た
め
に
王
族
間
で
継
承
争
い

が
起
き
、
そ
れ
が
王
朝
の
衰
退
に
つ
な
が
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
に
お
い
て
は
生
前
に
後
継
者
候
補
ワ
リ
ー
・
ア
ル
ア
フ

ド
（w

alī al-‘ahd

）
を
指
名
す
る
シ
ス
テ
ム
が
存
在
し
、
そ
れ
が
実
行
さ
れ
れ
ば
、
滞
り
な
く
ス
ル
タ
ン
位
継
承
が
行
わ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た

が
、
そ
れ
に
異
を
唱
え
る
王
族
や
兄
弟
が
い
た
た
め
、
親
族
間
の
抗
争
に
発
展
し
た
。

（
一
）
マ
リ
ク
・
シ
ャ
ー
没
後
の
ス
ル
タ
ン
と
マ
ズ
ヤ
ド
家

　

一
〇
九
二
年
同
王
朝
に
お
い
て
最
大
版
図
の
支
配
を
確
立
し
た
ス
ル
タ
ン
＝
マ
リ
ク
・
シ
ャ
ー
が
死
去
す
る
と
、
弟
ト
ゥ
ト
ゥ
シ
ュ Tutush

と
息
子
バ
ル
キ
ヤ
ー
ル
クB

arkiyāruq

（
在
位
一
〇
九
四
│
一
一
〇
五
）
間
で
ス
ル
タ
ン
位
継
承
争
い
が
起
き
た
。
一
〇
九
三
年
当
時
マ
ズ
ヤ
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ド
家
の
サ
ダ
カ
一
世Sayf al-D

aw
la S

4adaqa

（
一
一
〇
八
年
没
）
は
バ
ル
キ
ヤ
ー
ル
ク
側
陣
営
に
つ
い
て
い
た）

7
（

。
一
〇
九
五
年
二
│
三
月
ト

ル
コ
系
遊
牧
部
族
出
身
の
ア
ミ
ー
ル
＝
ユ
ー
ス
フ
・
ト
ル
ク
マ
ー
ニ
ー Y

ūsuf b. A
buq al-Turkm

ānī

が
ト
ゥ
ト
ゥ
シ
ュ
に
よ
り
バ
グ
ダ
ー
ド

に
シ
フ
ナ
（shi h

4na, 

軍
事
総
督
）
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
が
、
配
下
に
治
安
悪
化
の
元
凶
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
遊
牧
集
団
を
引
き
連
れ

て
い
た
こ
と
が
原
因
で
カ
リ
フ
に
入
城
を
許
可
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
時
サ
ダ
カ
一
世
は
彼
ら
を
防
戦
す
る
た
め
に
バ
グ
ダ
ー
ド
へ
進
軍
し

た
。
サ
ダ
カ
一
世
の
到
来
を
知
る
と
、
ト
ル
ク
マ
ー
ニ
ー
は
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン
街
道
に
撤
退
し
た）

8
（

。
翌
年
ト
ゥ
ト
ゥ
シ
ュ
は
ラ
イ
近
郊
の
戦
闘
で

敗
死
し
、
バ
ル
キ
ヤ
ー
ル
ク
側
が
勝
利
し
た）

9
（

。
以
上
の
よ
う
に
叔
父
・
甥
の
ス
ル
タ
ン
位
継
承
争
い
に
お
い
て
、
サ
ダ
カ
一
世
は
バ
ル
キ
ヤ
ー

ル
ク
に
召
喚
さ
れ
て
バ
グ
ダ
ー
ド
に
向
か
う
。
こ
れ
は
バ
ル
キ
ヤ
ー
ル
ク
に
と
っ
て
、
カ
リ
フ
か
ら
ス
ル
タ
ン
と
し
て
の
承
認
を
得
る
た
め
の

バ
グ
ダ
ー
ド
行
き
は
最
重
要
案
件
で
あ
り
、
こ
れ
に
軍
事
的
に
周
囲
の
遊
牧
部
族
の
中
で
も
最
強
の
サ
ダ
カ
一
世
を
自
ら
の
護
衛
に
つ
け
る
た

め
の
作
戦
と
推
測
さ
れ
る
。
さ
ら
に
敵
方
の
シ
フ
ナ
が
率
い
る
ト
ル
ク
マ
ー
ン
軍
団
の
乱
入
か
ら
街
を
防
衛
す
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
て
い
た
。

　

一
一
〇
〇
年
五
月
サ
フ
ィ
ー
ド
ル
ー
ド
の
戦
い
で
バ
ル
キ
ヤ
ー
ル
ク
が
大
敗
し
、
異
母
兄
弟
の
ム
ハ
ン
マ
ドM

u h

4am
m

ad

（
在
位
一
一
〇

五
│
一
八
）
が
勝
利
し
た
。
こ
の
戦
い
で
は
、
ヒ
ッ
ラ
の
サ
ー
ヒ
ブ
（
総
督
）
の
サ
ダ
カ
一
世
と
息
子
ド
ゥ
バ
イ
ス
二
世 N

ūr al-D
aw

la 

D
ubays b. S

4adaqa

（
一
一
三
五
年
没
）
は
バ
ル
キ
ヤ
ー
ル
ク
側
で
参
戦
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
ム
ハ
ン
マ
ド
側
に
寝
返
っ
た
。
そ
の
理
由
は

バ
ル
キ
ヤ
ー
ル
ク
の
ワ
ズ
ィ
ー
ル
（
宰
相
）
の
ア
ア
ッ
ズ
・
ア
ル
デ
ィ
ヒ
ス
タ
ー
ニ
ー al-A

‘azz al-D
ihistānī

が
サ
ダ
カ
一
世
に
対
し
て
「
ス

ル
タ
ン
の
宝
庫
に
属
し
て
い
る
は
ず
の
金
が
、
あ
な
た
の
手
元
に
一
〇
〇
万
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
以
上
あ
る
。
も
し
そ
れ
を
ス
ル
タ
ン
に
対
し
て
送

金
し
な
け
れ
ば
軍
隊
を
派
遣
し
没
収
す
る
」
と
脅
し
た
た
め
、
ヒ
ッ
ラ
に
お
け
る
フ
ト
バ
で
の
統
治
者
名
を
バ
ル
キ
ヤ
ー
ル
ク
か
ら
ム
ハ
ン
マ

ド
に
変
更
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
バ
ル
キ
ヤ
ー
ル
ク
は
サ
ダ
カ
一
世
に
対
し
て
再
三
再
四
彼
の
許
に
赴
く
よ
う
に
使
者
を
送
っ
た
が
、
こ

れ
に
応
じ
な
か
っ
た
。
つ
い
に
バ
ル
キ
ヤ
ー
ル
ク
は
有
力
ア
ミ
ー
ル
の
ア
ヤ
ー
ズ Ayāz

を
使
者
と
し
て
送
り
、
バ
ル
キ
ヤ
ー
ル
ク
の
許
に
参

上
す
れ
ば
、
欲
す
る
全
て
の
も
の
を
保
証
す
る
と
助
言
し
た
が
、
サ
ダ
カ
一
世
が
「
バ
ル
キ
ヤ
ー
ル
ク
の
ワ
ズ
ィ
ー
ル
を
引
き
渡
さ
な
い
限

り
、
貴
殿
の
許
に
は
行
か
な
い
し
服
従
し
な
い
。
も
し
彼
を
引
き
渡
せ
ば
、
私
は
貴
殿
の
忠
実
な
下
僕
と
な
り
ま
し
ょ
う
」
と
返
答
し
、
両
者
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は
決
裂
し
た
。
そ
の
後
サ
ダ
カ
一
世
は
ク
ー
フ
ァ
に
向
か
い
、
バ
ル
キ
ヤ
ー
ル
ク
の
ナ
ー
イ
ブ
（
総
督
）
を
追
放
し
、
そ
の
地
を
併
合
し
た）

10
（

。

こ
れ
は
多
額
の
金
を
要
求
し
て
き
た
バ
ル
キ
ヤ
ー
ル
ク
に
失
望
し
た
と
と
も
に
、
サ
フ
ィ
ー
ド
ル
ー
ド
の
戦
い
で
バ
ル
キ
ヤ
ー
ル
ク
が
大
敗

し
、
ム
ハ
ン
マ
ド
が
優
位
に
立
っ
た
た
め
、
バ
ル
キ
ヤ
ー
ル
ク
を
見
限
っ
た
と
も
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
バ
ル
キ
ヤ
ー
ル
ク
も
マ
ズ
ヤ
ド
家
の
戦

力
が
必
要
で
あ
っ
た
た
め
に
、
何
度
も
交
渉
の
た
め
に
使
者
を
送
っ
た
の
で
あ
る
。

　

他
方
ム
ハ
ン
マ
ド
側
は
、
サ
ダ
カ
一
世
を
味
方
に
つ
け
て
軍
事
的
基
盤
を
強
化
し
、
バ
ル
キ
ヤ
ー
ル
ク
に
対
抗
し
て
イ
ラ
ク
地
域
で
の
勢
力

を
拡
大
す
る
た
め
に
、
サ
ダ
カ
一
世
の
イ
ク
タ
ー
を
増
加
す
る
と
い
う
作
戦
に
出
た
。
サ
ダ
カ
一
世
は
こ
れ
に
乗
じ
て
支
配
地
域
を
拡
大
し
て

い
き
、
一
一
〇
一
年
ジ
ャ
ー
ミ
ア
イ
ン
の
対
岸
に
ヒ
ッ
ラ）

11
（

の
町
を
建
設
し
、
マ
ズ
ヤ
ド
家
の
本
拠
地
が
確
定
し
た）

12
（

。
一
一
〇
二
・
三
年
に
は
さ

ら
に
ヒ
ー
ト
を
奪
取
す
る
。
ヒ
ー
ト
は
以
前
バ
ル
キ
ヤ
ー
ル
ク
配
下
の
軍
人
の
イ
ク
タ
ー
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
は
従
弟
の
サ
ー
ビ
ト
・
イ
ブ

ン
・
カ
ー
ミ
ル Thābit b. K

ām
il

を
支
配
者
と
し
て
配
置
し
た）

13
（

。

　

一
一
〇
四
年
一
月
バ
ル
キ
ヤ
ー
ル
ク
と
ム
ハ
ン
マ
ド
の
和
約
が
締
結
し
、
フ
ト
バ
に
よ
り
示
さ
れ
る
支
配
の
範
囲
が
確
定
し
た）

14
（

。
こ
の
時
イ

ラ
ク
（
バ
グ
ダ
ー
ド
を
除
く
）
は
ム
ハ
ン
マ
ド
の
名
に
よ
る
フ
ト
バ
の
範
囲
に
含
ま
れ
、
サ
ダ
カ
一
世
の
領
域
は
ム
ハ
ン
マ
ド
の
支
配
下
に
置

か
れ
た
。
こ
の
和
約
で
は
サ
ダ
カ
一
世
に
つ
い
て
は
ム
ハ
ン
マ
ド
の
監
督
下
に
あ
る
こ
と
が
明
言
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
サ
ダ
カ
一
世
が
遊
牧

部
族
を
統
率
し
一
大
勢
力
と
な
る
可
能
性
を
阻
止
し
よ
う
と
し
た
こ
と
の
現
わ
れ
と
推
測
さ
れ
る
。

　

し
か
し
サ
ダ
カ
一
世
は
一
一
〇
四
年
六
│
七
月
に
ワ
ー
ス
ィ
ト）

15
（

を
、
一
一
〇
六
年
に
は
バ
ス
ラ）

16
（

を
支
配
下
に
置
く
。
バ
ス
ラ
で
は
一
〇
年
間

イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
・
ブ
ン
・
ア
ル
ス
ラ
ー
ン
ジ
ュ
クIsm

ā‘īl b. A
rslānjuq

の
支
配
が
続
い
て
い
た
が
、
彼
が
圧
政
を
行
っ
て
い
た
た
め
、
ム

ハ
ン
マ
ド
は
彼
を
排
除
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
。
そ
こ
で
サ
ダ
カ
一
世
に
対
し
て
「
彼
の
追
放
に
成
功
し
た
ら
ム
ク
タ
ー
（
イ
ク
タ
ー
保
有

者
）
に
任
命
す
る
」
と
い
う
条
件
を
提
示
し
、
彼
と
の
戦
闘
を
命
じ
た
。
サ
ダ
カ
一
世
は
勝
利
を
治
め
、
同
年
九
月
に
サ
ダ
カ
一
世
は
代
理
と

し
て
ア
ル
ト
ゥ
ー
ン
タ
ー
シ
ュ A

ltūntāsh

（
祖
父
ド
ゥ
バ
イ
ス
一
世
の
マ
ム
ル
ー
ク
）
を
一
二
〇
騎
の
騎
馬
兵
と
と
も
に
駐
留
さ
せ
た
。
し

か
し
サ
ダ
カ
一
世
の
不
在
時
に
ア
ラ
ブ
遊
牧
諸
部
族
が
同
盟
を
結
ん
で
攻
撃
し
、
三
二
日
間
に
わ
た
っ
て
略
奪
行
為
を
働
い
た
。
サ
ダ
カ
一
世
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が
そ
の
状
況
を
き
い
て
駆
け
つ
け
た
時
に
は
、
遊
牧
民
た
ち
は
立
ち
去
っ
た
後
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
原
因
と
な
り
ム
ハ
ン
マ
ド
は
サ
ダ
カ
一
世

か
ら
バ
ス
ラ
を
取
り
上
げ
、
シ
フ
ナ
と
ア
ミ
ー
ド
（‘am

īd, 

市
政
官
）
を
バ
ス
ラ
へ
送
っ
た）

17
（

。
す
る
と
一
一
〇
六
年
一
〇
月
に
は
サ
ダ
カ
一
世

が
タ
ク
リ
ー
ト
を
奪
取
し
た
。
タ
ク
リ
ー
ト
は
、
バ
グ
ダ
ー
ド
の
シ
フ
ナ
の
ア
ミ
ー
ル
＝
ア
ー
ク
ス
ン
ク
ル
・
ブ
ル
ス
キ
ー Ā

qsunqur al-

B
ursuqī

（
一
一
二
六
年
没
）
に
ム
ハ
ン
マ
ド
が
イ
ク
タ
ー
と
し
て
授
与
し
て
い
た
土
地
で
あ
っ
た
た
め
、
サ
ダ
カ
一
世
の
タ
ク
リ
ー
ト
支
配

の
状
況
を
知
る
と
ブ
ル
ス
キ
ー
は
出
撃
し
た
。
タ
ク
リ
ー
ト
の
サ
ー
ヒ
ブ
＝
カ
イ
ク
バ
ー
ド
・
イ
ブ
ン
・
ハ
ザ
ー
ラ
ス
ブ K

ayqubād b. 

H
azārasb

は
こ
の
対
立
に
困
惑
す
る
が
、
結
局
サ
ダ
カ
一
世
に
支
援
を
頼
み
、
タ
ク
リ
ー
ト
は
サ
ダ
カ
一
世
の
支
配
下
に
入
っ
た
。
カ
イ
ク

バ
ー
ド
は
そ
の
後
六
〇
歳
で
死
去
し
、
サ
ダ
カ
一
世
は
同
地
に
お
け
る
彼
の
代
理
と
し
て
ク
ル
ド
の
ワ
ッ
ラ
ー
ム A

bū al-Fath

4 b. W
arrām

を

任
命
し
た
。
カ
イ
ク
バ
ー
ド
は
バ
ー
テ
ィ
ン
派
（B

āt

4in

））
18
（

と
関
係
し
て
い
る
と
噂
さ
れ
て
お
り
、
彼
を
庇
護
し
た
サ
ダ
カ
一
世
も
バ
ー
テ
ィ

ン
派
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
念
に
さ
ら
さ
れ
た）

19
（

。
さ
ら
に
（
イ
ラ
ク
の
）
ア
ミ
ー
ド
の
ア
ブ
ー
・
ジ
ャ
ア
フ
ァ
ル A

bū Ja‘far

が
「
サ
ダ
カ
一

世
の
勢
力
や
地
位
が
大
き
く
な
り
、
高
圧
的
で
あ
る
」
と
中
傷
し
、
さ
ら
に
彼
の
支
配
下
の
住
民
が
バ
ー
テ
ィ
ン
派
に
属
し
て
い
る
と
異
議
を

唱
え
た
。

　

上
記
の
よ
う
な
経
緯
が
あ
っ
た
後
、
サ
ダ
カ
一
世
が
ム
ハ
ン
マ
ド
の
許
か
ら
逃
亡
し
て
き
た
サ
ー
ヴ
ェ
と
ア
ー
ヴ
ェ
の
サ
ー
ヒ
ブ
＝
ア

ブ
ー
・
ド
ゥ
ラ
フ
・
ス
ル
ハ
ー
ブ
・
イ
ブ
ン
・
カ
イ
ホ
ス
ロ
ーA

bū D
ulaf Surkhāb b. K

aykhusrū

を
保
護
し
匿
い
、
ス
ル
タ
ン
か
ら
の
引
渡

し
要
求
を
拒
否
し
た
こ
と
が
両
者
の
対
立
の
始
ま
り
と
な
っ
た
。
息
子
の
ド
ゥ
バ
イ
ス
二
世
は
ス
ル
タ
ン
に
金
と
馬
、
贈
り
物
を
し
て
機
嫌
を

取
る
よ
う
に
サ
ダ
カ
一
世
に
進
言
す
る
が
、
軍
団
長
の
サ
イ
ー
ド
・
イ
ブ
ン
・
ハ
ミ
ー
ド Sa‘īd b. H

4am
īd

は
武
装
抵
抗
を
進
言
し
、
サ
ダ
カ

一
世
は
後
者
の
意
見
を
採
用
し
た
。
こ
の
時
カ
リ
フ
が
サ
ダ
カ
一
世
に
ス
ル
タ
ン
に
降
伏
す
る
よ
う
使
者
を
送
っ
た
が
拒
否
さ
れ
て
し
ま
っ

た
。
一
一
〇
八
年
サ
ダ
カ
一
世
は
、
冬
の
到
来
に
よ
る
雪
解
の
泥
濘
に
進
軍
を
阻
ま
れ
小
部
隊
で
孤
立
し
た
と
こ
ろ
を
、
ム
ハ
ン
マ
ド
に
よ
っ

て
ヌ
ウ
マ
ー
ニ
ー
ヤ
で
殺
害
さ
れ
た）

20
（

。
そ
の
後
ム
ハ
ン
マ
ド
が
、
サ
ダ
カ
一
世
の
イ
ク
タ
ー
で
あ
っ
た
ワ
ー
ス
ィ
ト
の
マ
デ
ィ
ー
ナ
を
ア
ー
ク

ス
ン
ク
ル
・
ブ
ル
ス
キ
ー
に
イ
ク
タ
ー
と
し
て
授
与
し）

21
（

、
マ
ズ
ヤ
ド
家
の
支
配
都
市
は
ヒ
ッ
ラ
の
み
と
な
っ
た
。
サ
ダ
カ
一
世
の
死
後
、
息
子
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の
ド
ゥ
バ
イ
ス
二
世
は
一
時
的
に
捕
虜
と
な
っ
た
が
、
後
に
ム
ハ
ン
マ
ド
に
帰
順
し
、
イ
ク
タ
ー
を
授
与
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
ム
ハ
ン
マ
ド
は
、
サ
ダ
カ
一
世
の
領
域
拡
大
を
承
認
す
る
こ
と
で
歓
心
を
買
い
、
ス
ル
タ
ン
位
継
承
抗
争
時
に
バ
ル
キ
ヤ
ー
ル

ク
に
対
す
る
防
波
堤
と
し
て
サ
ダ
カ
一
世
の
軍
事
力
を
利
用
し
た
が
、
彼
の
勢
力
が
予
想
以
上
に
拡
大
し
た
た
め
に
脅
威
と
な
り
排
除
し
た
の

で
あ
ろ
う
。（

二
）
ス
ル
タ
ン
＝
ム
ハ
ン
マ
ド
死
後
の
ス
ル
タ
ン
位
継
承
争
い

　

一
一
一
八
年
に
ム
ハ
ン
マ
ド
が
死
去
す
る
と
、
ド
ゥ
バ
イ
ス
二
世
は
ム
ハ
ン
マ
ド
の
息
子
マ
フ
ム
ー
ド
二
世 M

ah

4m
ūd II

（
在
位
一
一
一
八

│
三
一
）
に
ヒ
ッ
ラ
へ
の
帰
還
を
願
い
、
許
可
さ
れ
た）

22
（

。
翌
年
、
マ
フ
ム
ー
ド
二
世
と
叔
父
サ
ン
ジ
ャ
ル Sanjar

（
在
位
一
一
一
七
│
五
七
）

の
ス
ル
タ
ン
位
継
承
争
い
が
起
き
る
と
、
ド
ゥ
バ
イ
ス
二
世
は
サ
ン
ジ
ャ
ル
側
、
ド
ゥ
バ
イ
ス
二
世
の
兄
弟
マ
ン
ス
ー
ル
は
マ
フ
ム
ー
ド
二
世

側
で
参
戦
し
た
。
同
年
サ
ー
ヴ
ェ
の
戦
い
で
サ
ン
ジ
ャ
ル
が
勝
利
し
、
こ
の
勝
利
が
バ
グ
ダ
ー
ド
に
知
ら
さ
れ
、
サ
ン
ジ
ャ
ル
か
ら
ド
ゥ
バ
イ

ス
二
世
が
カ
リ
フ
＝
ム
ス
タ
ル
シ
ド al-M

ustarshid
（
在
位
一
一
一
八
│
三
五
）
の
許
に
派
遣
さ
れ
、
サ
ン
ジ
ャ
ル
の
名
で
フ
ト
バ
の
実
施
が

要
請
さ
れ
、
マ
フ
ム
ー
ド
二
世
の
名
前
は
フ
ト
バ
か
ら
削
除
さ
れ
た）

23
（

。
後
継
者
と
な
る
息
子
が
い
な
か
っ
た
サ
ン
ジ
ャ
ル
は
、
マ
フ
ム
ー
ド
二

世
と
娘
を
結
婚
さ
せ
て
自
ら
の
婿
と
し
後
継
者
に
す
え
た）

24
（

た
め
に
、
マ
フ
ム
ー
ド
二
世
は
事
実
上
サ
ン
ジ
ャ
ル
の
支
配
下
に
置
か
れ
、
ド
ゥ
バ

イ
ス
二
世
は
実
質
的
に
マ
フ
ム
ー
ド
二
世
の
味
方
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
一
一
二
〇
年
の
マ
フ
ム
ー
ド
二
世
と
兄
弟
マ
ス
ウ
ー
ド M

as‘ūd

（
在
位
一
一
三
四
│
五
二
）
の
戦
い
が
起
き
た
。
こ
の
戦
い
の

発
端
は
実
は
ド
ゥ
バ
イ
ス
二
世
に
あ
っ
た
。
ド
ゥ
バ
イ
ス
二
世
が
密
か
に
マ
ス
ウ
ー
ド
の
ア
タ
ー
・
ベ
ク
（atā bek, 

後
見
人
）
の
ジ
ュ
ー

シ
ュ
・
ベ
ク Juyūsh B

ek

（
一
一
二
二
・
三
年
没
）
と
連
絡
を
取
り
合
い
、
ア
タ
ー
・
ベ
ク
が
マ
ス
ウ
ー
ド
に
対
し
て
ス
ル
タ
ン
位
獲
得
を
急

が
せ
る
よ
う
に
仕
向
け
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
ド
ゥ
バ
イ
ス
二
世
の
目
的
は
、
マ
フ
ム
ー
ド
二
世
と
マ
ス
ウ
ー
ド
の
間
を
不
仲
に
さ
せ
て
、
マ
リ

ク
・
シ
ャ
ー
の
息
子
の
ム
ハ
ン
マ
ド
と
バ
ル
キ
ヤ
ー
ル
ク
が
ス
ル
タ
ン
位
継
承
争
い
に
乗
じ
て
、
彼
の
父
サ
ダ
カ
一
世
が
獲
得
し
た
名
声
や
高
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い
地
位
を
得
た
よ
う
に
、
自
分
も
同
様
の
こ
と
を
し
た
い
と
目
論
ん
で
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
ド
ゥ
バ
イ
ス
二
世
は
マ
ス
ウ
ー
ド
側
を

支
援
し
た
が
、
結
局
マ
ス
ウ
ー
ド
が
敗
退
し
た）

25
（

。

　

翌
一
一
二
一
・
二
年
マ
フ
ム
ー
ド
二
世
は
ド
ゥ
バ
イ
ス
二
世
と
の
関
係
を
修
復
し
た
。
そ
れ
は
ト
ル
ク
マ
ー
ン
出
身
の
イ
ー
ル
ガ
ー
ズ
ィ
ー 

N
ajm

 al-D
īn ĪI-G

hāzī b. A
rtuq

（
一
一
二
三
年
没
）
が
ド
ゥ
バ
イ
ス
二
世
の
仲
裁
者
と
し
て
息
子
の
テ
ィ
ム
ー
ル
タ
ー
シ
ュ H

4usām
 al-D

īn 

Tim
ūrtāsh

（
当
時
一
七
歳
）
を
ス
ル
タ
ン
に
送
っ
た
こ
と
が
誘
因
と
な
っ
た
。
ド
ゥ
バ
イ
ス
二
世
は
ス
ル
タ
ン
に
恭
順
の
印
と
し
て
金
、
馬

な
ど
の
支
払
い
を
提
案
し
、
ヒ
ッ
ラ
か
ら
毎
日
一
〇
〇
〇
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
と
馬
を
保
証
し
た）

26
（

。
実
は
一
一
一
九
・
二
〇
年
に
ド
ゥ
バ
イ
ス
二
世

は
イ
ー
ル
ガ
ー
ズ
ィ
ー
の
娘
と
結
婚
し）

27
（

、
イ
ー
ル
ガ
ー
ズ
ィ
ー
の
娘
婿
と
な
っ
た
た
め
、
両
者
の
関
係
上
ド
ゥ
バ
イ
ス
二
世
が
格
下
に
あ
っ

た
。

　

こ
の
よ
う
に
ド
ゥ
バ
イ
ス
二
世
は
、
ヒ
ッ
ラ
へ
の
帰
還
を
許
可
し
て
く
れ
た
マ
フ
ム
ー
ド
二
世
か
ら
、
ス
ル
タ
ン
位
継
承
位
争
い
の
勝
者
で

あ
る
サ
ン
ジ
ャ
ル
へ
、
サ
ン
ジ
ャ
ル
か
ら
自
分
の
地
位
と
名
誉
の
獲
得
が
期
待
さ
れ
る
マ
ス
ウ
ー
ド
へ
、
そ
し
て
ま
た
と
マ
フ
ム
ー
ド
二
世
へ

と
支
持
を
変
更
し
、
常
時
自
分
の
立
場
が
有
利
に
働
く
よ
う
に
そ
の
都
度
支
持
を
変
え
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
ド
ゥ
バ
イ
ス
二
世
は
、
一

一
二
三
・
四
年
の
カ
リ
フ
＝
ム
ス
タ
ル
シ
ド
と
の
戦
い）

28
（

、
一
一
二
五
年
マ
フ
ム
ー
ド
二
世
の
弟
ト
ゥ
グ
リ
ル
二
世 T

4ughril II

（
在
位
一
一
三

二
│
三
四
）
を
巻
き
込
ん
だ
カ
リ
フ
軍
と
の
抗
争）

29
（

を
実
行
し
、
イ
ラ
ク
で
の
支
配
領
域
の
拡
大
を
目
論
む
が
、
結
局
一
一
三
四
・
五
年
マ
ス

ウ
ー
ド
配
下
の
ア
ル
メ
ニ
ア
出
身
の
グ
ラ
ー
ム
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
た）

30
（

。
一
一
六
二
年
カ
リ
フ
＝
ム
ス
タ
ル
シ
ド
が
マ
ズ
ヤ
ド
家
に
対
し
て
軍

を
派
遣
し
、
彼
ら
の
拠
点
ヒ
ッ
ラ
か
ら
追
い
出
し
、
マ
ズ
ヤ
ド
家
の
支
配
は
終
わ
り
を
告
げ
た）

31
（

。
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三　

セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝
の
遊
牧
部
族
対
策
と
マ
ズ
ヤ
ド
家
の
役
割

　

セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝
に
と
っ
て
領
土
内
で
移
動
し
軍
事
力
を
持
つ
遊
牧
部
族
を
ど
う
扱
う
か
は
重
要
な
問
題
で
あ
っ
た
。
王
朝
創
設
時
に
は
同

族
の
ト
ル
ク
マ
ー
ン
は
領
土
拡
大
に
お
け
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
が
、
そ
れ
が
グ
ラ
ー
ム
に
移
行
す
る
に
従
い
彼
ら
の
地
位
は
低
下

し
た
。
し
か
し
彼
ら
は
戦
時
に
は
族
長
に
率
い
ら
れ
て
、
略
奪
品
の
分
配
を
目
的
と
し
て
戦
争
に
参
加
す
る
非
正
規
軍
と
し
て
存
在
し
て
い

た
。
セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝
に
は
ト
ル
ク
マ
ー
ン
対
策
の
た
め
の
シ
フ
ナ
職）

32
（

が
存
在
し
た
。
こ
の
シ
フ
ナ
は
俸
給
と
し
て
ト
ル
ク
マ
ー
ン
か
ら
放
牧

地
使
用
料
を
徴
収
し
て
い
た
。『
書
記
階
梯
』
に
お
け
る
ト
ル
ク
マ
ー
ン
の
シ
フ
ナ
職
の
任
命
状
に
よ
る
と
「
遊
牧
部
族
内
の
治
安
を
保
ち
、

族
長
に
彼
ら
の
放
牧
地
で
あ
り
、
給
水
地
で
も
あ
る
先
祖
伝
来
の
地
に
い
る
よ
う
に
命
じ
る
こ
と
、
族
長
た
ち
に
属
し
て
い
る
戸
数
や
人
数
に

応
じ
て
牧
草
地
と
水
を
割
り
当
て
る
こ
と
、
ハ
ラ
ー
ジ
ュ
（
地
租
）
と
し
て
、
ス
ル
タ
ン
の
厨
室
に
年
に
二
万
四
〇
〇
〇
頭
の
羊
を
納
め
さ
せ

る
こ
と）

33
（

」
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
た
。Lam

bton
や
清
水
宏
祐
に
よ
る
と）

34
（

、
ト
ル
ク
マ
ー
ン
の
シ
フ
ナ
職
の
任
命
は
自
由
に
牧
地
を
移
動
す
る
ト

ル
ク
マ
ー
ン
を
グ
ラ
ー
ム
出
身
の
ア
ミ
ー
ル
に
よ
っ
て
管
理
し
、
行
動
規
制
を
す
る
政
策
で
あ
っ
た
と
す
る
。
さ
ら
に
バ
グ
ダ
ー
ド
の
シ
フ
ナ

職
の
出
自
を
見
る
と
興
味
深
い
こ
と
が
わ
か
る
。
ト
ル
ク
マ
ー
ン
出
身
者
を
シ
フ
ナ
に
任
命
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
ア
ラ
ブ
遊
牧
部
族
出
身

の
も
の
を
任
命
し
た
事
例
は
見
ら
れ
な
い）

35
（

。
こ
れ
は
ス
ル
タ
ン
が
同
族
の
ト
ル
ク
マ
ー
ン
を
信
用
し
て
も
、
ア
ラ
ブ
遊
牧
族
は
ど
こ
か
信
頼
な

ら
な
い
も
の
と
見
做
し
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。
マ
ズ
ヤ
ド
家
に
は
確
か
に
軍
事
力
は
あ
っ
た
が
、
宮
廷
に
お
い
て
軍
事
的
教
練
を
受
け
た
グ

ラ
ー
ム
で
は
な
か
っ
た
た
め
に
シ
フ
ナ
に
は
任
命
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ト
ル
ク
マ
ー
ン
出
身
の
シ
フ
ナ
は
、
対
ト
ル
ク
マ
ー
ン
と
の

交
渉
役
の
役
割
も
期
待
さ
れ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ト
ル
コ
系
以
外
の
遊
牧
部
族
へ
の
対
応
は
、
ト
ゥ
グ
リ
ル
・
ベ
ク
が
ア
ラ
ブ
系
の
ハ

フ
ァ
ー
ジ
ャ
家
の
マ
フ
ム
ー
ド
・
ブ
ン
・
ア
ル
ア
フ
ラ
ム M

ah

4m
ūd b. al-A

khram
に
ヒ
ル
ア
（
名
誉
の
外
衣
）
を
授
与
し
、
ハ
フ
ァ
ー
ジ
ャ

家
の
ア
ミ
ー
ル
に
復
職
さ
せ
、
ク
ー
フ
ァ
と
サ
キ
ー
・
ア
ル
フ
ラ
ー
ト
の
ワ
ー
リ
ー
（
監
督
官
）
と
し
、
ス
ル
タ
ン
の
従
者
（khaw

āss4
4

）
は



　　お茶の水史学　62号　　140

そ
こ
か
ら
毎
年
四
〇
〇
〇
デ
ィ
ー
ナ
ー
ル
の
徴
税
を
請
け
負
っ
た）

36
（

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
遊
牧
部
族
の
長
を
ア
ミ
ー
ル
と
し
て
任
命
し
土
地
を
与

え
、
別
個
に
徴
税
請
負
人
を
派
遣
す
る
と
い
う
方
法
で
支
配
下
に
置
い
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
マ
ズ
ヤ
ド
家
は
他
の
遊
牧
部
族
か
ら
セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
家
の
領
域
を
防
衛
す
る
役
割
も
担
っ
て
い
た
。
例
え
ば
一
〇
六
三
年
に
ト
ゥ
グ

リ
ル
・
ベ
ク
が
死
去
す
る
と
、
カ
リ
フ
側
か
ら
ウ
カ
イ
ル
家
の
シ
ャ
ラ
フ
・
ア
ッ
ダ
ウ
ラSharaf al-D

aw
la

、
ド
ゥ
バ
イ
ス
一
世
、
ク
ル
ド
の

ハ
ザ
ー
ラ
ス
ブH

azārasb b. B
ankīr

と
ワ
ッ
ラ
ー
ム
の
二
人
の
息
子
等
に
バ
グ
ダ
ー
ド
へ
の
召
喚
の
手
紙
が
届
い
た
。
す
る
と
シ
ャ
ラ
フ
・

ア
ッ
ダ
ウ
ラ
の
息
子
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム Ibrāhīm

が
ア
ワ
ー
ナ
へ
向
か
い
、
彼
の
従
者
が
ア
ン
バ
ー
ル
を
接
収
す
る
と
、
配
下
の
遊
牧
部
族
た

ち
が
そ
の
地
域
に
広
が
り
街
道
を
封
鎖
し
て
し
ま
っ
た
。
ド
ゥ
バ
イ
ス
一
世
は
ク
ル
ド
や
ハ
フ
ァ
ー
ジ
ャ
部
族
と
協
力
し
て
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム

と
戦
っ
た）

37
（

。
こ
れ
は
他
部
族
と
協
力
し
て
、
ス
ル
タ
ン
空
位
期
間
の
バ
グ
ダ
ー
ド
の
治
安
維
持
の
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

一
一
〇
四
・
五
年
に
サ
ダ
カ
一
世
は
ス
ル
タ
ン
＝
ム
ハ
ン
マ
ド
か
ら
、
ハ
フ
ァ
ー
ジ
ャ
家
か
ら
の
攻
撃
を
防
衛
す
る
よ
う
に
指
示
さ
れ
て
い

た）
38
（

。
一
一
〇
五
・
六
年
に
ハ
フ
ァ
ー
ジ
ャ
家
の
あ
る
グ
ル
ー
プ
が
同
じ
く
ア
ラ
ブ
遊
牧
部
族
ウ
バ
ー
ダ
家
の
男
か
ら
二
頭
の
ラ
ク
ダ
を
盗
ん
だ

こ
と
が
原
因
で
、
両
部
族
間
で
激
し
い
戦
い
が
起
き
た
。
ウ
バ
ー
ダ
家
の
男
は
ラ
ク
ダ
を
返
し
て
く
れ
る
よ
う
に
頼
ん
だ
が
戻
っ
て
こ
な
か
っ

た
の
で
、
ハ
フ
ァ
ー
ジ
ャ
家
を
急
襲
し
一
一
頭
の
ラ
ク
ダ
を
略
奪
し
た
が
、
彼
は
捕
ら
え
ら
れ
、
仲
間
の
一
人
は
殺
害
さ
れ
、
一
人
の
手
は
切

り
落
と
さ
れ
た
。
こ
の
事
件
が
起
き
た
の
は
マ
ズ
ヤ
ド
家
の
支
配
地
ヒ
ッ
ラ
で
あ
っ
た
。
ウ
バ
ー
ダ
家
は
こ
の
状
況
を
知
る
と
復
讐
の
た
め
に

戦
闘
を
準
備
し
七
〇
〇
〇
騎
を
集
結
さ
せ
た
。
ハ
フ
ァ
ー
ジ
ャ
家
は
交
渉
し
て
血
の
代
償
金
に
よ
る
和
平
を
申
し
出
る
が
拒
否
さ
れ
て
し
ま

い
、
サ
ダ
カ
一
世
が
仲
裁
に
入
る
が
合
意
に
至
ら
な
か
っ
た
。
結
局
ク
ー
フ
ァ
近
郊
で
戦
い
が
起
き
、
密
か
に
サ
ダ
カ
一
世
が
支
援
し
て
い
た

ハ
フ
ァ
ー
ジ
ャ
家
が
勝
利
し
た）

39
（

。
そ
の
翌
年
に
再
び
両
部
族
間
で
戦
い
が
起
き
る
が
、
こ
れ
は
ウ
バ
ー
ダ
家
に
と
っ
て
前
年
の
敗
退
へ
の
復
讐

を
遂
げ
る
た
め
の
戦
い
で
も
あ
っ
た
。
実
は
こ
の
戦
い
の
発
端
は
サ
ダ
カ
一
世
が
、
バ
テ
ィ
ー
ハ
近
く
に
あ
る
サ
ダ
カ
一
世
の
土
地
と
の
境
界

を
、
住
民
と
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
し
て
い
た
ハ
フ
ァ
ー
ジ
ャ
家
か
ら
守
る
た
め
に
息
子
バ
ド
ラ
ー
ンB

adrān

と
軍
隊
を
派
遣
し
た
こ
と
が
原
因

で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
サ
ダ
カ
一
世
は
、
ハ
フ
ァ
ー
ジ
ャ
家
に
恨
み
が
あ
る
ウ
バ
ー
ダ
家
を
召
喚
し
、
夜
襲
を
か
け
て
ハ
フ
ァ
ー
ジ
ャ
家
を
敗
退
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に
追
い
込
ん
だ）

40
（

。
こ
れ
は
マ
ズ
ヤ
ド
家
が
ス
ル
タ
ン
か
ら
他
の
ア
ラ
ブ
部
族
の
侵
略
を
防
御
す
る
役
割
を
任
せ
ら
れ
、
他
の
部
族
集
団
を
調
停

す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
た
事
例
で
あ
る
。
ま
た
他
の
部
族
を
ま
と
め
る
役
割
も
果
た
し
て
い
た
。
例
え
ば
一
一
一
八
年
に
ム
ハ
ン
マ
ド
が
死

去
し
た
際
に
、
マ
ズ
ヤ
ド
家
の
拠
点
で
あ
る
ヒ
ッ
ラ
へ
の
帰
還
を
許
可
さ
れ
た
ド
ゥ
バ
イ
ス
二
世
の
許
に
は
ア
ラ
ブ
、
ク
ル
ド
、
そ
の
他
の
部

族
集
団
が
集
結
し
た
と
い
う）

41
（

。
当
時
イ
ラ
ク
の
遊
牧
部
族
間
に
お
い
て
マ
ズ
ヤ
ド
家
が
他
の
遊
牧
部
族
を
統
制
す
る
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
う

か
が
わ
れ
る
。お

わ
り
に

　

以
上
一
一
世
紀
後
半
か
ら
一
二
世
紀
初
頭
の
マ
ズ
ヤ
ド
家
ア
ミ
ー
ル
の
軍
事
的
役
割
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
イ
ラ
ク
に
セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝
ス

ル
タ
ン
王
権
が
成
立
す
る
と
、
彼
ら
は
ス
ル
タ
ン
に
服
属
し
、
ア
ミ
ー
ル
に
任
命
さ
れ
、
支
配
領
域
か
ら
貢
納
を
強
制
さ
れ
る
立
場
と
な
っ
た

の
で
あ
っ
た
。
イ
ラ
ク
在
地
権
力
者
で
あ
る
マ
ズ
ヤ
ド
家
は
、
ト
ゥ
グ
リ
ル
・
ベ
ク
の
主
権
を
認
め
て
フ
ト
バ
を
実
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

旧
来
通
り
の
支
配
が
容
認
さ
れ
た
。
マ
リ
ク
・
シ
ャ
ー
時
代
に
は
軍
隊
組
織
中
に
、
常
備
軍
で
あ
る
グ
ラ
ー
ム
軍
の
補
助
軍
と
し
て
既
存
勢
力

の
マ
ズ
ヤ
ド
家
の
よ
う
な
ア
ラ
ブ
系
、
あ
る
い
は
ク
ル
ド
系
部
隊
が
併
存
し
て
い
た
。
マ
ズ
ヤ
ド
家
に
対
し
て
、
同
家
の
族
長
を
ア
ミ
ー
ル
と

認
め
て
支
配
を
承
認
す
る
こ
と
で
同
家
支
配
下
の
土
地
か
ら
の
貢
納
が
見
込
ま
れ
た
し
、
対
外
的
に
は
シ
リ
ア
方
面
か
ら
の
敵
対
勢
力
を
迎
え

撃
つ
イ
ラ
ク
北
方
の
防
壁
と
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝
は
イ
ラ
ク
周
辺
の
遊
牧
部
族
の
軍
事
力
に
も
依
存
し
て
い

た
。
彼
ら
は
グ
ラ
ー
ム
出
身
の
ア
ミ
ー
ル
と
は
異
な
り
、
元
々
祖
先
か
ら
継
承
さ
れ
た
拠
点
と
な
る
領
地
を
持
ち
、
時
に
は
他
の
部
族
と
敵
味

方
に
な
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
深
い
繋
が
り
を
持
っ
て
い
た
。
ス
ル
タ
ン
の
軍
隊
に
お
い
て
グ
ラ
ー
ム
出
身
の
ア
ミ
ー
ル
が
大
多
数
を
占
め
る

中
、
マ
ズ
ヤ
ド
家
に
代
表
さ
れ
る
既
存
の
在
地
権
力
者
（
部
族
長
）
出
身
の
ア
ミ
ー
ル
は
少
数
派
で
あ
っ
た
が
、
彼
ら
の
よ
う
な
在
地
権
力
者

を
重
用
し
、
既
存
の
支
配
体
制
を
組
み
込
む
こ
と
は
広
大
な
領
域
を
治
め
る
た
め
の
便
法
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
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し
か
し
マ
リ
ク
・
シ
ャ
ー
死
後
の
継
承
争
い
の
混
乱
に
よ
り
、
次
第
に
ス
ル
タ
ン
の
求
心
力
が
衰
え
る
と
、
マ
ズ
ヤ
ド
家
と
ス
ル
タ
ン
と
の

関
係
は
自
ら
の
支
配
領
域
の
確
保
が
最
優
先
さ
れ
、
不
服
従
の
態
度
を
み
せ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
ど
の
ス
ル
タ
ン
の
元
で
軍
事
行
動
を
す
る
か

は
、
そ
の
時
々
の
情
勢
で
変
化
し
、
こ
の
流
動
的
な
主
従
関
係
は
支
配
体
制
を
不
安
定
に
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
下
で
イ
ラ
ク
既
存
勢
力
の
マ

ズ
ヤ
ド
家
は
一
一
世
紀
後
半
か
ら
一
二
世
紀
初
頭
の
セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝
支
配
下
の
イ
ラ
ク
社
会
に
お
い
て
ス
ル
タ
ン
や
カ
リ
フ
と
深
い
関
係
を

持
ち
、
軍
事
的
政
治
的
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
な
軍
事
集
団
に
よ
る
支
配
シ
ス
テ
ム
が
セ
ル

ジ
ュ
ー
ク
朝
の
イ
ラ
ク
支
配
を
支
え
る
柱
で
あ
っ
た
が
、
ス
ル
タ
ン
位
継
承
争
い
に
よ
っ
て
そ
の
権
威
が
失
墜
し
、
こ
の
軍
事
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
る
と
、
セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝
に
お
け
る
イ
ラ
ク
支
配
は
終
焉
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。

史
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【11─ 12世紀のイラク地形図】　 は農耕可能な緑地帯

【マズヤド家系図】
※ Eduard Karl Max von Zambaur, Manuel de généalogie et de chronologie pour l’histoire 
de l’Islam, Osnabrück, 1976を元に著者作成



　　お茶の水史学　62号　　146

【セルジューク朝系図】


